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【JEMUGユーザ会ミーティング】

本内容は、以下のDataVersity Webinarを
元にした内容を中心に紹介し、中岡の独自コメント
＆解説を加えたものです。
July 16, 2019  DataVersity Webinar
Ron Huizenga
Senior ProductManager, 
Enterprise Architecture & Modeling, IDERA Inc.
内容の扱いには注意が必要な点に留意下さい。
ベースとなる資料の著作権は発表者にあります。
（日本語は中岡に寄る説明訳。正確性確保には
原典を参照のこと）
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Hot topic: EDW 2020 で講演決定!!
EDW2020（San Diego, CA）、以下の講演実施決定しました。

日時: March 25, 2020
14:45 PM – 15:45 PM

形式：60分 セッション

Title：
"Walking MAP of DMBOK2 – A bird’s eye view to Data Management world"

Description/Abstract of Presentation:
The Data Management Body of Knowledge Version 2 (DMBOK2) was published by 
DAMA International to be a framework and best practices for the Data 
Management (DM) world. This has been referred by many DM professionals and 
visitors. Then the presenter has been frequently asked by some people if there are 
any good ways of tripping to DMBOK2 and planning their own approach to DM 
world.

In this session Minoru would like to present a new Forest and Twigs approach 
named ‘DMBOK2 Walking MAP’ and introduce attendees to a way of looking world 
of DMBOK2 and the Data Management. This approach shows visible perspectives 
depending on each role of attendee and where to go from now in planning their 
adventure in DM world. 
Also the presenter will discuss a knowledge repository for DMBOK2 and some 
other issues relating with DM through his practices.
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データ・エコシステムの複雑性
情報ケイパビリティ
成熟度標準
成熟度の指標/標識（インジケータ）
-データ成熟度
-プロセス成熟度

補助的な考慮事項
-データバリューチェーン
-データライフサイクル

エンタープライズ・アーキテクチャとガバナンス
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データエコシステムの複雑性
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ビッグデータ、データサイエンス領域の話題を考慮した構成を
説明している。（By 中岡）
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データ駆動型企業を目指すことの難しさ
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ビッグデータやAIへの投資は

増えているのに、データ駆動
型企業と自認する企業は3年

で、徐々に減っている

・情報の潜在価値を活かす企業は
数少ない
-技術的能力、スキル、文化欠如
-戦略上の情報駆動価値への投資不足
-情報で最大の価値を得る方法を知って
いる者は少ない
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成熟度標準とＢＯＫ（Body of Knowledge）
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但し、ここではこのように
書いているが、これは、
CMMの延長

純然としたDM成熟度の話は、余り触れられていない。（By 中岡）
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「成熟度」とは？

©2019,インフオラボ游悠、All Rights Reserved 6

成熟： 開発への発展的な段階に達すること

組織の成熟には、データと
プロセスの両面が必要

・EAとガバナンスにとって
基本的な事柄である

データ
プロセス

説明者の強調ポイント。（By 中岡）
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成熟度の考え方： 例 （講演者の使用例）
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データ成熟度

導入 拡張 転換

レベル 0 1 2 3 4 5
段階表示 対処なし

(None)
初期的

(Initial)
管理した
(Managed)

標準化した
(Standardized)

発展した
(Advanced)

最適化した
(Optimized)

データ
ガバナンス

取組なし プロジェクト
レベル

プログラムレベル 部門レベル 部門横断的 企業規模

マスタデータ
管理

マスタデータの正
式な分類がない

マスタデータが
統合されていな
い

統合し、共有され
たマスタデータリ
ポジトリが存在

データマネジメン
トサービス利用

マスタデータのス
チュワードを確立

データスチュ
ワードシップ委
員会

データ統合 個別的、点同士 応答的、点同士
のインタフェース、
共通ツールを部
分的に利用、標
準に欠ける

共通化した統合プ
ラットフォーム利
用、設計パターン
がある

ミドルウェア活用：
サービスバス、カ
ノニカルモデル、
ビジネスルール、
リポジトリ等

データ秀逸性の中
央化(教育や訓練)

企業文化へ埋め
込まれたデータ
秀逸性

データ品質 サイロ、データ散
逸、一貫性のなさ
を認める

一貫性不足を認
識するが、それ
に対処する管理
計画がない

データ品質改善
のために利用者
側でクレンジング
を実行

データ品質KPIと
適合性のための
可視化、部分的
にソース側でクレ
ンジング実施

データ品質のため
の予防化アプロー
チ利用

全体的なデータ
品質管理の実践

取組姿勢 無自覚/
否定的

混迷状態 反応的 安定的 積極的 予測的

情報と戦略的
ビジネス実行
可能性の視点

テクノロジ
と基盤

主なITの
焦点

リスク高 低

価値生成低 高

範囲で
見ている

全体的に、段階表示の概念に縛られていない（考え方の一つ）。段階のレベル毎（縦）の統一感に乏しい(?)

省略
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データモデルの利用性
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文書化 および/または、

物理データベース作成
に止まる(プロジェクトに
焦点がある)

-概念設計
-論理設計
-物理設計

の三拍子

企業レベルで以下を
取入れる
-基準として利用
-リネージ情報
-ガバナンス-

メタデータ

-ガバナンス
メタデータフルセット

-ビジネス用語集
統合

-ライフサイクル
-データバリュー

チェーン

以下をフル統合
-モデリング
-用語集
-メタデータ
-セルフサービス

アナリティックス

発展段階

データ
成熟度

データ活用と成熟度の段階に関する一つの見方（By 中岡）
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高
高

低
低

生産性
品質

リスク
浪費度

高
高

低
低

効率性
管理

コスト削減
カオス

価値の生成
リーダーシップ

プロセス成熟度

導入 拡張 転換

レベル 1 2 3 4 5
段階表示 初期的

(Initial)
管理した
(Managed)

標準化した
(Standardized)

発展した
(Advanced)

最適化した
(Optimized)

焦点 作業完成に当り、個人個
人が固有の方法に頼る

前向きの管理により作業
単位の運営や実行に責任
を持つ

統合された：作業単位での
ベストプラクティスに基づく、
標準プロセス

安定的：変化の幅が縮小。
再利用性。メンタリング教
育。統計的管理

組織的な変更管理を利
用した、システム的な改
善が評価され展開され
る

ワークマネジ
メント

作業単位の管理が一貫
性に乏しいか、準備され
ていない

リソースを充てて管理され
た均衡のある実行性

適用可能性：異なった環境
で最適な利用に仕立てられ
た標準プロセス

強化された：自分自身の作
業を評価し管理するプロセ
スセータを要員が持つ

継続性：個人や作業グ
ループがケイパビリティ
を継続的に改善する

効率性 有効性を分析するのに、
非効率で数少ない尺度を
利用

有効性が証明された手続
きを用いて繰返し可能な
作業を行う

強化された：共通の尺度とプ
ロセス。組織規模での学習
を促進。

多機能的：機能的プロセス
からロールベースのビジネ
スプロセスに発展（オー
ナーシップ）

整合的：戦略的な目的
を達成するために組織
横断的に整合を取った
実行性がある

文化 コミットメントや改善につ
いて曖昧で識別し難い基
準

責任ある作業単位

が自身の実行約束に合致
した能力管理を行う

専門的：組織的な文化が作
業単位横断的な共通の実
行から生まれる

予測可能：実施可能性や
業績を予測する尺度が用
いられる

回避的：欠陥や問題原
因をシステム的に消去
する

ビジネス
プロセス

アクティビティが殆ど明確
に定義されていない。プ
ロセスが現況の文書化に
書ける

基本的な管理プロセスと
統制が進行過程の追跡を
確立。プロセスが計画、文
書化、戦術的に実行され
る。

プロセスが文書化され標準
化される。横断的な機能性
が理解されている。

プロセスや出力品質を詳
細化する尺度。量的管理
可能な技術（および統計ア
ルゴリズム）を用いて、プロ
セスが管理され、統制され、
予測される

継続的なプロセス改善
が計量可能なフィード
バックにより可能となる。
プロセスが完全に統合
され、流動的であり高
度に予測可能である

意思決定方式 部門知識、根性主義的決
定、階層型構成

機能的プロセス志向。
データ駆動的意思決定。
検査による品質。

統合されたプロセス、実行
尺度。データ駆動の意思決
定。

セルフサービスによるダッ
シュボードやアナリティクス、
例外管理

ベストプラクティスの改
革を通じた競合優位性

アーキテクチャ 分離したITシステム ランダムなサービス適用 フルサービス適用 サービス志向アーキテク
チャ(SOA)

プロセス駆動によるエ
ンタープライズ
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プロセスモデルの利用性
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プロセス
成熟度

発展段階

文書化

ビジネスプロセス
管理(BPM)

プロセス改善

プロセス設計
成熟度完成
-無駄がない
-シックスシグマ

ビジネスプロセスと成熟度の段階に関する一つの見方（By 中岡）
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要約表現集（イメージ的）
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組織成熟度

導入 拡張 転換

1 2 3 4 5
初期的(Initial) 管理した(Managed) 標準化した(Standardized) 発展した(Advanced) 最適化した(Optimized)

個人主導、ヒロイック 受動的 統合された 安定的 システマティック
一貫性欠如 際限可能 適用的 強化された 継続的改善
非有効的 対応的 共通ﾌﾟﾛｾｽ 多機能的 戦略的整合性

停滞的 戦術的なプロセス 文書化と標準化 予測可能 回避的
現在の状況文書化不足 機能的プロセス志向 プロセス統合 詳細で量的な尺度群 量的表現したフィードバック

部門知識 検査による品質 実行尺度 セルフサービスアナリティクス 完全な統合性

気分的意志決定 ランダムなサービス適用 データ駆動型 例外マネジメント 競合優位性

分離したITシステム 基本的なコントロール フルサービス適用 SOA ベストプラクティス革新性

費用削減的 プロジェクト監視型 有効性 ケイパビリティ管理 価値の生成

場当たり的 再作業の削減 マネジメント 自動化した戦術的プロセス・ス
テップ

リーダシップ

低い整合性 典型的なスケジュールを適用 自動化した例外レポート フレキシブル フルのガバナンス

前もって予測できない ビジネスアーキテクチャがない ビジネスサイロが残っている 計測された ビジネスルール群

反応的 データアーキテクチャが不足 データマネジメントサービス 統制された 運用的な変更管理

点と点によるネットワーク 統合したマスタデータリポジトリ ミドルウェア(サービスバス) マスタデータスチュワード 最適化した

統合されていないマスタ
データ

共通統合プラットフォーム 規範的モデル データエクセレンスセンタ データスチュワードシップ協議会

標準化不足 データ品質問題の認識 モデル/メタデータリポジトリ データ品質の予防的アプローチ データ文化

不統一性を認識 消費側でのデータクレンジング データ品質ＫＰＩ群 プロアクティブ 完全なデータ品質管理

カオス的 デザインパターン ソース側でのデータクレンジン
グ残存

信頼性の高い観測 予測的

プロジェクト的データガバ
ナンス

プログラム的データガバナンス 部門的データガバナンス 部門横断的データガバナンス エンタープライズデータガバナン
ス

省略
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組織的な成熟度の過程
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データ成熟度スコア

プロセス成熟度
スコア

プロセス
中心的

データ
中心的

均衡型

理想的進め方：
これを

言いたい？

この内容については
議論が必要（By 中岡）
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エンタープライズアーキテクチャ
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中岡コメント：
データ駆動型／データマネジメント視点から捉えた構成と考えると分かり易い
（DMBOK2の考え方に似ている）
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DMBOK２ のチャート
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・この絵は、DMBOK2の
冒頭に出てくる
知識エリア表現図の
見せ方を変えた図

・データガバナンスの
全方位性を強調

・この絵の意味として、右周り
（時計回り）と解釈できる
ことを確認しておきたい

（by 中岡）

【閑話休題】
マンセル色相環は、色相が閉じる
ことが不思議さを抱かせる（中岡）
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【参考】 DMBOK2 歩き方マップ Ver. 1.8 
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ビジネス活動には、俯瞰的視点からの有機的な
「データマネジメント発想」が重要である

データガバナンス：
データ取扱いの仕掛け

文書とコンテンツ：
データ資産と

ライフサイクル

ストレージ：
データ保管と管理

データアーキテクチャ：

構造と組立て方式

メタデータ：
コンテキスト提供

データデザイン：
データ定義と共有化

データウェアハウス&BI：
データ活用環境

マスタとリファレンス：

分類・意味の提供

データセキュリティ：
安全性の確保 データ品質：

信頼性向上

データ統合とI/F：
必要データ統合方式

データサイエンス：
データ分析と利用
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【比較】 DMBOK2 歩き方マップ Ver. 1.3 （旧版）

©2019,インフオラボ游悠、All Rights Reserved 16

データガバナンス：
データ取扱いの仕掛け

文書とコンテンツ：
データ資産群

ストレージ：
データ保管と管理

データアーキテクチャ：

構造と組立て方式

メタデータ：
コンテキスト提供 データデザイン：

データ定義と共有化

データウェアハウス&BI：
データ活用環境

マスタとリファレンス：

分類・意味の規程

データセキュリティ：
安全性の確保 データ品質：

信頼性向上

データ統合とI/F：
必要データ統合方式

データサイエンス：
データ分析と利用
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データバリューチェーン
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・この考え方は、それ程新しいものではないが、
下に補足されている要素に着目

・DMBOK2の以下の部分にもデータの価値に関する
記述があったことを思い出したい（By 中岡）

－第1章 2.5.2 Data valuation
－第14章 Introduction

データ

知識

情報

メタ情報＋
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どのようにしてデータから知識に到達できるか？

©2019,インフオラボ游悠、All Rights Reserved 18

元データの所在

データの出所と使われ方

どんなデータか

データの意味合い

そのデータをどう扱うべきか？

プロセス的見方と
いえる（By 中岡）
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データとライフサイクル
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ライフサイクルの基礎(CRUD)
関連要素

出所の多様性

モデル化に必要な要素

【中岡補足】
・データのライフサイクルに関しては、DMBOK2 第9章 「文書とコンテンツ管理」

および「ストレージ」で取上げられていることを再認識すること
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モデリング： データエコシステムの複雑性を分解
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【中岡補足】
・冒頭のエコシステム・アーキテクチャに、モデリング位置付け部分を加えたもの。
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様々な構成要素
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データモデル： ビジネスプロセスとデータ利用法

プロセス詳細の拡張表現

データガバナンスライブラリ

語彙・用語集

ガバナンスポリシー・カタログ

リファレンスデータ・カタログ

・データモデル、EA、ガバナンスの統合管理環境を
用意する
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変化の継続に対応するには？
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しっかりと目標を定める ・・・定義と計画性

具体的に
計測可能なこと

継続的改善
アプローチ

【中岡補足】
・全体観、段階的・継続的アプローチ。
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要約
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組織的な成熟度を測るには両面が必要
－データ成熟度
－プロセス成熟度

モデリングが根本的な要素
－データモデリング（ What / Where ）
－プロセスモデリング（ How / Context ）
－データリネージ（ lifecycle ）
－追加の要素

-メタデータ
-ビジネス用語集

EAとガバナンスのコア
アプローチ

－継続的で漸進的な改善
－成功体験重視
－反復的
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